
8No.103
２０１3 8No.103

広報大洲広報大洲 きらめき創造　大洲市　
―みとめあい　ささえあう　肱川流域都市―
きらめき創造　大洲市　
―みとめあい　ささえあう　肱川流域都市―

２０１3

願い事かなえてね



現在の大洲

今 月 の 表 紙C O N T E N T S 　 目 次

　７月５日㈮、菅田保
育所で行われた「笹飾
り」を取材しました。
　園児たちは翌日に
迫った夕涼み会のた
め、事前に用意された
笹に飾り付けを行いま
した。
　あっという間に作業
は終了し、子どもたち
は完成品をうれしそう
に見つめていました。

２ページ  がんばる大洲っ子・今月の表紙
３ページ   大洲市長選挙・大洲市議会議員選挙
４ページ～  お互いに助け合い、

協働できる社会に向けて（特集）
６ページ おおずニュース
７ページ まちのわだい
８ページ～ シリーズ
₁₀ページ～   おしらせ
₁₃ページ～   冷静に受け止め、正しく恐れる
　　　　　 　～南海トラフ巨大地震の被害想定～
₁₇ページ～  おしらせ
₂₅ページ～  図書館・保健センター・
   心と体の健康ガイド
₂₈ページ  がんばるひと（鵜

うしょう

匠）

picture 写真

税　　　別 ８月 ９月 10 月 11 月

市 県 民 税 ２期 ３期

固 定 資 産 税 ３期 ４期

軽 自 動 車 税

国 民 健 康 保 険 税 ２期 ３期 ４期 ５期

市税などの納付は、便利で安心な「口座振替」を！

８ 月の納税など　納期限は９月２日㈪です

人の動き（先月比）

人口　　　47,087人　（－ 60）
　男　　22,409人　（－ 27）
　女　　24,678人　（－ 33）
世帯数　20,278世帯（－ 17 ）

交通事故（昨年同期）

　件数　　67件（100件）
　死者　  １人（１人） 
　負傷者　79人（115人）

（2013年６月末現在）

　

私
は
、
中
学
生
に
な
っ
て
美

術
部
に
入
り
、
毎
日
絵
の
勉
強

を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
友
だ
ち

と
お
し
ゃ
べ
り
し
て
い
る
時
も

楽
し
い
け
れ
ど
、
部
活
で
絵
を

描
い
て
い
る
時
も
と
て
も
充
実

し
た
楽
し
い
時
間
で
す
。

　

今
は
、
デ
ッ
サ
ン
や
風
景
画

な
ど
基
本
的
な
絵
の
描
き
方
を

勉
強
し
て
い
ま
す
。
私
の
目
標

は
、「
え
ひ
め
こ
ど
も
美
術
展
」

や
「
全
国
教
育
美
術
展
」、
３

年
生
に
な
っ
た
時
に
出
品
す
る

「
県
展
」
な
ど
で
、
入
賞
で
き

る
絵
を
描
け
る
よ
う
に
な
る
こ

と
で
す
。

　

普
段
は
恥
ず
か
し
く
て
言
え

ま
せ
ん
が
、
私
は
絵
が
上
手
に

描
け
る
お
母
さ
ん
を
と
て
も
尊

敬
し
て
い
ま
す
。
将
来
は
、
お

母
さ
ん
の
よ
う
に
子
ど
も
た
ち

に
絵
の
楽
し
さ
や
、
素
晴
ら
し

さ
を
教
え
る
こ
と
の
で
き
る
先

生
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

今月の題字作成者
喜多小学校６年（現：大洲北中学校１年）

　池　上　こころ さん

が ん ば る 大 洲 っ 子

広報大洲 ８月号 2



 
投
票
で
き
る
人

【
年
　
齢
】

平
成
25
年
９
月
８
日
現
在
、
満
20
歳
以

上
の
人
（
平
成
５
年
９
月
９
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
）

【
住
　
所
】

平
成
25
年
５
月
31
日
ま
で
に
大
洲
市
に

転
入
の
届
け
出
を
し
、
引
き
続
き
住
所

を
有
す
る
人
で
、
大
洲
市
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

 

選
挙
の
日
程

９月８日は大洲市長選挙・大洲市議会議員選挙の投票日です

【
投
票
日
時
】
９
月
８
日
㈰

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

※
一
部
閉
鎖
時
刻
の
繰
り
上
げ
あ
り

（
別
表
の
と
お
り
）

【
告
示
日
】
９
月
１
日
㈰

 

期
日
前
投
票

　

選
挙
期
日
当
日
、
仕
事
や
旅
行
な
ど

の
理
由
で
投
票
で
き
な
い
人
は
、
期
日

前
投
票
が
で
き
ま
す
。

【
期
　
間
】
９
月
２
日
㈪
〜
７
日
㈯

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

【
場
　
所
】

▽
大
洲
市
役
所
２
階
大
ホ
ー
ル

▽
長
浜
体
育
館
１
階
会
議
室

▽
肱
川
支
所
３
階
会
議
室

▽
河
辺
支
所
２
階
会
議
室

※ 

青
島
在
住
の
人
は
、
青
島
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
も
投
票
で
き
ま

す
。
９
月
３
日
㈫
の
午
前
９
時
〜
午

後
３
時
で
す
が
、
悪
天
候
時
は
翌
日

と
な
り
ま
す
。

 

開
票
に
つ
い
て

【
日
　
時
】
９
月
８
日
㈰

午
後
９
時
10
分
〜

【
場
　
所
】

大
洲
市
役
所
２
階
大
ホ
ー
ル

 

立
候
補
の
届
出

【
日
　
時
】
９
月
１
日
㈰

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

【
場
　
所
】

大
洲
市
役
所
２
階
大
ホ
ー
ル

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
㉔
１
７
６
０

あなたの一票が
市政を動かす

繰り上げをする投票所
投票区 投　票　所 投票時間

大
洲
地
域

平野第２ 保子野集会所

午前７時

～

午後７時

南久米第２ 南久米体育館
南久米第３ 稲積地区集会所
菅田第２ 宇津集会所
菅田第３ 旧菅田小学校大竹分校
大川第２ 基幹集落センター
柳沢第１ 柳沢体育館
柳沢第２ 農村活性化センター
新谷第２ 新谷公民館喜多山分館
新谷第３ 洞雲寺
上須戒 上須戒連絡所

長
浜
地
域

長浜第１ 長浜体育館
長浜第２ 長浜ふれあい会館
長浜第３ 長浜しおさい館
長浜第４ 晴海集会所
長浜第５ 櫛生体育館
長浜第６ 旧櫛生公民館須沢分館
長浜第７ 小浦団地集会所
長浜第８ 沖浦公民館
長浜第９ 出海公民館
長浜第10 大和公民館
長浜第11 豊茂公民館
長浜第12 白滝公民館
長浜第13 戒川体育館
長浜第14 柴体育館

肱
川
地
域

肱川第１ 肱川基幹集落センター
肱川第２ 正山小学校屋内運動場
肱川第３ 大谷自治センター
肱川第４ 岩谷自治センター
肱川第５ 予子林自治センター

河
辺
地
域

河辺第１ 河辺老人福祉センター
河辺第２ 河辺農業構造改善センター
河辺第３ 河辺ふるさと生活館
河辺第４ 河辺地域活性化センター
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み
な
さ
ん
も
一
度
は
、「
男
女
共
同

参
画
社
会
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
み

な
さ
ん
の
多
く
は
、
ぼ
ん
や
り
と
し
た

イ
メ
ー
ジ
で
し
か
捉
え
て
い
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、「
男
女

が
対
等
な
立
場
で
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の

活
動
に
参
画
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
、

均
等
な
政
治
・
経
済
・
社
会
・
文
化
的

利
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
お
互
い
に

責
任
を
担
う
べ
き
社
会
」
の
こ
と
で
す
。

　

少
し
堅
苦
し
い
定
義
で
す
が
、「
男

性
も
女
性
も
平
等
な
存
在
と
し
て
、
お

互
い
を
認
め
合
う
こ
と
が
で
き
る
社

会
」
と
い
う
の
が
、
そ
の
本
質
だ
と
思

い
ま
す
。

　

平
成
11
年
に
施
行
さ
れ
た
「
男
女
共

同
参
画
社
会
基
本
法
」。
14
年
が
経
過

し
た
今
、
私
た
ち
の
社
会
は
、
ど
の
よ

う
に
変
化
し
た
の
で
し
ょ
う
。

現
状
を
知
ろ
う

　

女
性
の
社
会
進
出
は
、
現
代
で
は
当

た
り
前
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
結
婚
や

子
育
て
を
理
由
に
仕
事
を
辞
め
る
女

性
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
平
成
25
年

版
の
男
女
共
同
参
画
白
書
に
よ
る
と
、

結
婚
前
か
ら
仕
事
に
就
い
て
い
た
女

性
の
う
ち
、
27
・
７
％
が
結
婚
、
36
％

が
第
１
子
の
出
産
を
機
に
退
職
を
し

て
い
ま
す
。

　

日
本
の
社
会
で
は
従
来
、「
男
性
だ
か
ら
、
女
性
だ
か
ら
…
…
」
と

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
区
別
化
を
図
る
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

男
性
に
も
女
性
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
素
晴
ら
し
い
個
性
が
あ
り
ま
す
。

　

現
代
は
行
政
を
含
め
、
企
業
に
お
け
る
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向

上
、
私
た
ち
の
各
地
域
・
家
庭
へ
の
参
画
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫

や
ア
イ
デ
ア
、
そ
し
て
行
動
力
が
求
め
ら
れ
る
時
代
で
す
。

　

今
こ
そ
、「
男
性
だ
っ
て
、
女
性
だ
っ
て
…
…
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

お
互
い
が
協
働
し
、
そ
の
個
性
を
生
か
せ
る
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
『
男
女
共
同
参
画
社
会
』

－

そ
れ
が
私
た
ち
の
目
指
す
社
会
で
す
。

お
互
い
に
助
け
合
い
、

協
働
で
き
る
社
会
に
向
け
て

　

男
女
別
の
育
児
休
業
取
得
割
合
で

は
、
女
性
が
87
・
８
％
で
あ
る
の
に
対

し
、
男
性
は
２
・
６
％
と
そ
の
差
は
歴

然
で
す
。
さ
ら
に
、
取
得
期
間
を
見
て

も
、
男
性
の
81
・
３
％
が
１
カ
月
未
満

の
休
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
か
ら
も
、
子
育
て
に
お
け

る
女
性
の
負
担
割
合
は
い
ま
だ
大
き
い

と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

固
定
観
念
の
壁

　

女
性
の
仕
事
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
強

い
保
育
所
や
病
院
な
ど
で
は
、
ま
だ
ま

だ
男
性
の
就
業
割
合
が
低
い
た
め
、数
々

の
不
便
な
点
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

例
え
ば
保
育
士
の
場
合
、「
男
性
用

ト
イ
レ
が
な
い
」「
更
衣
室
が
な
い
」
と

い
っ
た
も
の
が
多
く
、
な
か
に
は
、「
男

性
は
困
る
」
と
受
験
自
体
を
断
ら
れ
る

ケ
ー
ス
ま
で
あ
り
ま
す
。

　

看
護
師
の
場
合
に
は
、
女
性
患
者
の

検
査
や
処
置
を
す
る
時
に
敬
遠
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
従
来
か
ら
根
付
い
て

き
た
固
定
観
念
を
払
拭
す
る
こ
と
は
簡

単
な
こ
と
で
は
な
く
、
常
日
頃
か
ら
の

意
識
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

大
洲
市
の
男
女
共
同
参
画

　

国
の
方
針
（
法
律
）
に
従
う
こ
と
は

大
切
で
す
が
、
各
自
治
体
、
各
地
域
が
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〈行政と連携した女性団体〉
おおず女性塾

　ふるさと “おおず” を再発見し、
地域のリーダーとなる人材育成
を目的に設置されました。活動
期間は２年間で、さまざまな講
座を通し、男女共同参画社会づ
くりを推進しています。

女性団体連絡協議会

　女性問題の現状や課題を協議
し、女性の地位向上と、開かれ
た男女共同参画社会の実現を目
的に設置されました。
　市内14の女性団体で構成され、
相互に連絡調整を図り、あらゆ
る諸施策に取り組んでいます。

積
極
的
に
独
自
の
施
策
を
展
開
し
て
い

く
こ
と
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

　

市
で
は
、
参
観
日
や
個
人
懇
談
な
ど

の
学
校
行
事
に
参
加
す
る
機
会
の
少
な

い
父
親
を
対
象
に
、
子
ど
も
の
教
育
に

目
を
向
け
る
き
っ
か
け
に
し
て
も
ら
お

う
と
、
親
の
通
信
講
座
「
父
親
の
出
番

で
す
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
講
座
で

は
、
年
４
回
発
行
し
て
い
る
機
関
紙
へ

の
寄
稿
を
依
頼
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も

へ
の
関
わ
り
方
を
改
め
て
確
認
で
き
る

機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
は
防
災
面
に
お
い
て
、
豊
茂

地
区
自
主
防
災
組
織
で
市
内
初
と
な
る

女
性
会
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

他
、女
性
消
防
団
が
大
洲
、長
浜
、肱
川
・

河
辺
地
域
で
活
躍
さ
れ
る
な
ど
、
女
性

独
自
の
視
点
、
活
動
が
求
め
ら
れ
て
き

て
い
ま
す
。

今
こ
そ
意
識
を
変
え
る
時

　

以
前
は
男
性
の
仕
事
、
女
性
の
仕
事

と
職
種
で
判
断
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
最
近
で
は
、
徐
々
に
で

は
あ
り
ま
す
が
、
本
人
の
意
欲
次
第
で

活
躍
で
き
る
場
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
こ
の
良
い
流
れ
を
維
持
す
る
た
め

に
も
、
社
会
全
体
で
固
定
観
念
の
壁
を

壊
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
「
イ
ク
メ
ン
」「
イ
ク
ジ
イ
」
と
い
う

新
し
い
ス
タ
イ
ル
を
象
徴
す
る
よ
う

に
、
日
本
の
あ
る
企
業
で
は
対
象
と
な

る
男
性
職
員
全
員
に
、
育
児
休
業
を
取

得
さ
せ
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

上
司
と
対
象
者
が
年
間
の
業
務
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
調
整
を
し
、
い
つ
休
め
る
か
を

具
体
的
に
提
案
す
る
な
ど
、
会
社
が
全

面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
男
性
職
員
が
育
児
に

積
極
的
に
協
力
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
る
こ
と
で
、
女
性
職
員
も
仕
事
と

育
児
を
両
立
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

女
性
の
社
会
進
出
が
進
ん
だ
と
は
い

え
、
い
ま
だ
に
家
庭
の
こ
と
は
女
性
の

仕
事
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
人
は
多

く
、
そ
の
分
女
性
の
負
担
が
増
え
て
い

ま
す
。
専
業
主
夫
も
だ
ん
だ
ん
増
え
て

き
た
現
在
、
今
一
度
自
分
た
ち
が
家
庭

で
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
掃
除
や
洗
濯
な
ど
の
家
事
を
一
緒

に
す
る
、
曜
日
を
決
め
て
育
児
を
分
担

す
る
な
ど
、
ま
ず
は
で
き
る
範
囲
の
こ

と
か
ら
始
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

物
事
を
一
方
だ
け
の
考
え
で
捉
え
る

こ
と
は
、
実
に
も
っ
た
い
な
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
意
見
を
出
し
合
う
こ
と

で
疑
問
や
問
題
点
が
生
ま
れ
、
そ
れ
を

乗
り
越
え
る
こ
と
で
一
歩
先
へ
進
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
男

女
が
お
互
い
を
尊
重
し
合
い
、
助
け
合

う
社
会
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

　

男
女
の
長
所
を
も
っ
と
生
か
す
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
素
晴
ら
し
い
社
会
を
築

く
一
歩
に
な
る
は
ず
で
す
。
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